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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府による経済政策や日銀による金融政策の効果などによ

り、円安や株価上昇の継続、原油価格の低下などにより、企業収益や雇用環境の改善が見られ、緩やかに回復傾向

が続いております。しかし、一方では円安による物価の上昇の影響で個人消費は伸び悩んでおります。海外におい

ては、欧米では緩やかな回復傾向にありますが、中国やブラジルなどの新興国の成長鈍化、ギリシャの債務問題に

よる影響など先行き不透明な状況が続いております。

 当社グループが属する半導体・液晶業界におきましては、テレビなどの大型パネル用途では設備投資が縮小して

おりますが、携帯端末や自動車向けの需要が比較的堅調に推移しました。このような経営環境のなか、当社グルー

プは、前連結会計年度において策定した再建計画に基づき、収益性の改善を図るとともに、顧客ニーズに対応した

装置の開発と新規の顧客獲得のため、積極的に営業活動を展開してきました。

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は5,898百万円（前年同期比69.7％増）、営業利益317百

万円（前年同期は営業損失832百万円）、経常利益322百万円（前年同期は経常損失814百万円）、四半期純利益267

百万円（前年同期は四半期純損失1,266百万円）となりました。

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①プロセス機器事業

 半導体装置部門につきましては、売上の計上が第３四半期以降となるため、当部門の売上高は324百万円（前年

同期比3.1％減）となりました。

 搬送装置部門につきましては、引き続き納期などは厳しい状況ですが、半導体メーカーの設備投資の増加によ

り、売上高は1,580百万円（前年同期比104.8％増）となりました。

 洗浄装置部門につきましては、積極的に営業活動をしておりますが、価格が厳しい状態が続いております。ま

た、売上計上が第３四半期となるため、売上高は860百万円（前年同期比15.2％減）となりました。

 コーター部門につきましては、液晶製造装置の需要は低調でありましたが、中国向け装置が売上計上となり、当

部門の売上高は2,355百万円（前年同期比324.9％増）となりました。

 以上の結果、プロセス機器事業の売上高は5,121百万円（前年同期比91.4％増）、営業利益344百万円（前年同期

は営業損失834百万円）となりました。

②金型・樹脂成形事業

 金型・樹脂成形事業につきましては、デジタル家電向け材料を主体としております。納期、製品価格について

は、年々厳しさが増しております。また、中国では人件費等の上昇で厳しい状態でした。

 以上の結果、金型・樹脂成形事業の売上高は777百万円（前年同期比2.9％減）、営業損失26百万円（前年同期は

営業利益１百万円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況

（流動資産）

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は75億２百万円となり、前連結会計年度比３億33百万円

の増加となりました。これは、売上高の増加に伴う「受取手形及び売掛金」の増加が主な要因であります。

（固定資産）

 当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は41億10百万円となり、前連結会計年度比１億17百万円

円の減少となりました。これは減価償却による「有形固定資産」の減少が主な要因であります。

（流動負債）

 当第２四半期連結会計期間末の流動負債の残高は81億77百万円となり、前連結会計年度比38百万円の増加とな

りました。これは、「前受金」は減少したものの、「支払手形及び買掛金」が増加したことが主な要因でありま

す。

（固定負債）

 当第２四半期連結会計期間末の固定負債の残高は８億95百万円となり、前連結会計年度比１億21百万円の減少

となりました。これは、「短期借入金」への振替による「長期借入金」の減少が主な要因であります。

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は25億40百万円となり、前連結会計年度比２億99百万円の

増加となりました。これは、四半期純利益の計上等による「利益剰余金」の増加が主な要因であります。

 

②当四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は９億22百万円と

なり、前連結会計年度に比べ２億85百万円の減少となりました。

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間の営業活動の結果、使用した資金は１億73百万円(前年同期は９百万円の収入)とな

りました。これは主に、売上高増加に伴う「前受金」の減少等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間の投資活動の結果、使用した資金は１億９百万円(前年同期は41百万円の支出)とな

りました。これは主に「有形固定資産の取得による支出」等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間の財務活動の結果、使用した資金は10百万円(前年同期は１億40百万円の支出)とな

りました。これは主に「その他」のリース債務の返済による支出等によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 業績につきましては、受注の増加及び検収が早まったことによる増収により、平成27年12月期第２四半期及び

通期の連結業績予想を修正いたしました。詳細につきましては、本日（平成27年８月10日）公表いたしました

「平成27年12月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績値との差異及び通期連結業績予想の修正に関するお

知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社グループは、前連結会計年度まで４期連続で営業損失を計上し、また、取引金融機関から返済条件の緩和も受

けております。当第２四半期連結累計期間においては営業利益317百万円及び四半期純利益267百万円を計上し、平成

27年12月期の通期におきましても、平成26年９月に公表いたしました再建計画の効果や大型装置の検収予定などか

ら、利益計上の計画となっておりますが、今後の経済情勢等の急激な変化によっては、売上や利益が計画通りに進捗

しない可能性があること、また、引き続き取引金融機関から返済条件の緩和を受けていること等から、現時点では、

継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在していると認識しております。

 そこで当社グループは、当該状況の解消と改善に向けて、平成26年９月に公表いたしました再建計画に基づき各施

策を実施いたしております。これらの対応策はほぼ完了しており、既に効果が現れているものもありますが、実施

後、効果が現れるまでに時間のかかるものもあり、また、引き続き取引金融機関から返済条件の緩和を受けているこ

とから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,214,468 928,720 

受取手形及び売掛金 1,510,595 2,083,218 

電子記録債権 1,679 426,699 

たな卸資産 4,211,246 3,891,708 

繰延税金資産 2,226 3,486 

その他 229,305 169,766 

貸倒引当金 △677 △760 

流動資産合計 7,168,843 7,502,840 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,026,341 1,970,410 

機械装置及び運搬具（純額） 597,361 532,626 

土地 1,202,846 1,200,651 

その他（純額） 195,974 208,142 

有形固定資産合計 4,022,524 3,911,830 

無形固定資産    

ソフトウエア 31,740 33,791 

その他 5,997 5,839 

無形固定資産合計 37,737 39,631 

投資その他の資産    

投資有価証券 706 706 

その他 385,171 374,604 

貸倒引当金 △217,628 △215,858 

投資その他の資産合計 168,249 159,452 

固定資産合計 4,228,512 4,110,914 

資産合計 11,397,355 11,613,754 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,054,166 2,080,991 

短期借入金 3,767,417 3,867,461 

未払金 677,728 624,364 

未払法人税等 15,397 48,926 

前受金 2,414,160 1,288,319 

賞与引当金 16,917 36,553 

製品保証引当金 128,735 137,069 

資産除去債務 － 10,500 

その他 64,809 83,677 

流動負債合計 8,139,333 8,177,862 

固定負債    

長期借入金 664,806 564,762 

役員退職慰労引当金 74,839 67,523 

退職給付に係る負債 131,042 136,637 

資産除去債務 57,129 48,138 

その他 90,016 78,783 

固定負債合計 1,017,834 895,844 

負債合計 9,157,167 9,073,707 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,395,240 1,395,240 

資本剰余金 1,909,398 1,909,398 

利益剰余金 △1,373,482 △1,105,639 

自己株式 △729 △729 

株主資本合計 1,930,426 2,198,269 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 265,897 297,913 

その他の包括利益累計額合計 265,897 297,913 

新株予約権 43,864 43,864 

純資産合計 2,240,188 2,540,047 

負債純資産合計 11,397,355 11,613,754 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 3,476,613 5,898,712 

売上原価 3,221,523 4,543,559 

売上総利益 255,090 1,355,152 

販売費及び一般管理費 1,087,725 1,037,320 

営業利益又は営業損失（△） △832,634 317,832 

営業外収益    

受取利息 458 638 

受取配当金 3,313 － 

補助金収入 － 13,543 

為替差益 － 11,497 

保険解約返戻金 31,450 － 

役員退職慰労引当金戻入額 20,257 － 

その他 8,689 8,070 

営業外収益合計 64,168 33,749 

営業外費用    

支払利息 23,842 27,043 

為替差損 18,936 － 

その他 3,107 1,956 

営業外費用合計 45,886 28,999 

経常利益又は経常損失（△） △814,352 322,582 

特別利益    

固定資産売却益 － 1,343 

特別利益合計 － 1,343 

特別損失    

減損損失 417,712 9,433 

固定資産除却損 45,669 － 

特別損失合計 463,382 9,433 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△1,277,734 314,491 

法人税等 △11,466 46,648 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
△1,266,268 267,843 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,266,268 267,843 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,266,268 267,843 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 18,167 － 

為替換算調整勘定 △52,678 32,015 

その他の包括利益合計 △34,511 32,015 

四半期包括利益 △1,300,780 299,858 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,300,780 299,858 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
△1,277,734 314,491 

減価償却費 193,603 182,875 

減損損失 417,712 9,433 

のれん償却額 26,371 － 

固定資産除却損 45,669 － 

売上債権の増減額（△は増加） 413,379 △986,893 

たな卸資産の増減額（△は増加） △691,332 325,344 

仕入債務の増減額（△は減少） △648,960 1,030,505 

前受金の増減額（△は減少） 1,672,071 △1,126,114 

その他 △107,812 187,799 

小計 42,967 △62,558 

特別退職金の支払額 － △65,984 

法人税等の支払額 △13,670 △18,697 

その他の支出 △20,070 △25,825 

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,226 △173,065 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △107,897 △91,642 

無形固定資産の取得による支出 △7,853 △7,195 

保険積立金の解約による収入 67,020 － 

その他 6,774 △10,623 

投資活動によるキャッシュ・フロー △41,956 △109,461 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 102,420 － 

長期借入金の返済による支出 △237,339 － 

自己株式の取得による支出 △29 － 

配当金の支払額 △408 △2 

その他 △5,184 △10,368 

財務活動によるキャッシュ・フロー △140,540 △10,370 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15,907 6,929 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △189,178 △285,968 

現金及び現金同等物の期首残高 728,229 1,208,354 

現金及び現金同等物の四半期末残高 539,051 922,386 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 当社グループは、前連結会計年度まで４期連続で営業損失を計上し、また、引き続き取引金融機関から返済条件

の緩和を受けております。

 当第２四半期連結累計期間においては、営業利益317,832千円及び四半期純利益267,843千円を計上しており、平

成27年12月期通期の業績につきましても、平成26年９月に公表いたしました再建計画の効果や大型装置の検収予定

などから、利益計上の計画となっておりますが、今後の経済情勢の急激な変化により売上や利益が計画通りに進捗

しない可能性があること、また、引き続き取引金融機関から返済条件の緩和を受けていること等から、現時点で

は、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

 当社グループが、当該状況を解消するため、平成26年９月に公表いたしました再建計画ですが、以下のとおり対

応策を実施しております。

 

①製造原価の低減 

 前連結会計年度において、液晶など縮小事業を中心に希望退職者を募集し、適正な事業規模に再編して事業の

効率化を図りました。各部門でさらなる製造原価の低減を実現させるため、受注、販売状況、工程管理を厳重に

実施してまいります。また、当社は開発型企業でありますが、当面の間、売上に直結しない基礎的な研究開発を

削減しております。さらに調達方法も見直し、製造原価を低減してまいります。 

 

②工程管理の徹底 

 前連結会計年度において、大型装置案件の費用の大幅な増加等により多額の赤字を計上したことを深く反省

し、コストダウンの活動を開始しております。 

 新設した生産管理部を中心に、これまで以上に設計・製造工程での工程管理を徹底し、予算との乖離が発生し

ないよう管理を強化しております。営業面では、受注段階で仕様を固め、仕様変更が起きないようにするととも

に、利益率の高い受注に向けた営業に力を入れております。 

 

③固定費、諸経費の削減 

 役員報酬の削減、賞与の減額、広告費や出張手当の見直しを行っております。また、外注費についても見直し

を行い、固定費、諸経費の圧縮を継続しております。 

 

④保有資産の売却等 

 前連結会計年度において、投資有価証券などを中心に非事業用資産を選別し、売却又は解約を完了しておりま

す。今後も状況を見ながら売却可能な資産の選別、資金化を進めてまいります。 

 

⑤不採算事業の見直し 

 希望退職者の募集により、近年、売上が激減している液晶部門の事業を受注に見合う規模（約２分の１）まで

縮小いたしました。また、不採算部門であるプロジェクト事業の廃止、海外子会社であるTAZMO KOREA CO.,LTD.

の解散や台湾支店の連結子会社への統合を行いました。さらに、中国の連結子会社である大連龍雲電子部件有限

公司を解散及び清算し、上海龍雲精密機械有限公司に生産を移管するなど、事業の効率化を進めてまいります。 

 

⑥資金繰り 

 継続的な損失計上により、自己資本比率も悪化してきております。この状況を改善するために、平成26年９月

に経費削減や不採算事業の見直しなどを含む再建計画を策定、公表いたしました。この再建計画は、取引金融機

関の継続的な支援を前提に策定されており、メインバンクをはじめとする取引金融機関にご理解いただいて、運

転資金の安定的な確保や返済条件の見直しなど、引き続きご協力いただける旨のお約束をいただいております。 

 

 以上の対応策の実施は、ほぼ完了し効果が現れているものもありますが、効果が現れるまで時間のかかるものも

あり、今後の経済並びに金融環境の急激な変化によっては、計画通りの効果が出ない、あるいは計画通りに進捗し

ない可能性があります。したがって、現時点では、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。な

お、連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を連結財

務諸表には反映しておりません。 

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成26年１月１日 至平成26年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

プロセス機器事
業 

金型・樹脂成形
事業 

売上高          

外部顧客への売上高 2,676,376 800,236 3,476,613 － 3,476,613 

セグメント間の内部売上
高又は振替高 

－ 6,418 6,418 △6,418 － 

計 2,676,376 806,655 3,483,032 △6,418 3,476,613 

セグメント利益又は損失

（△） 
△834,296 1,661 △832,634 － △832,634 

（注）１．調整額は、セグメント間売上の消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

 

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

 「プロセス機器事業」セグメントにおいて、アプリシアテクノロジー株式会社の当初想定した超過収益力が受

注案件の伸び悩み等により回収しきれない可能性が高まったため、回収可能額を零と見積って帳簿価額との差額

を減損損失として特別損失に417,712千円計上しました。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成27年１月１日 至平成27年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

プロセス機器事
業 

金型・樹脂成形
事業 

売上高          

外部顧客への売上高 5,121,622 777,090 5,898,712 － 5,898,712 

セグメント間の内部売上
高又は振替高 

－ 33,315 33,315 △33,315 － 

計 5,121,622 810,405 5,932,028 △33,315 5,898,712 

セグメント利益又は損失

（△） 
344,704 △26,871 317,832 － 317,832 

（注）１．調整額は、セグメント間売上の消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 「金型・樹脂成形」セグメントにおいて、中国における事業の再編により大連龍雲電子部件有限公司を解散及

び清算するため、固定資産の減損損失を計上いたしました。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結

累計期間において9,433千円であります。
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（重要な後発事象）

（連結子会社の解散及び清算）

 平成27年7月13日開催の当社取締役会において、連結子会社である大連龍雲電子部件有限公司（特定子会社）の

解散及び清算することを決議しました。

 

(1）解散及び清算の理由 

大連龍雲電子部件有限公司は、当社の金型・樹脂成型事業における中国の東北・河北地方のユーザーに対応する

ため平成18年11月に設立され、現在に至るまで営業活動を営んでまいりましたが、近年の厳しい経営環境下にお

いて低迷している業績動向を踏まえ、中国における金型・樹脂成型事業の再編が必要と判断し、事業の効率化の

観点から同社の解散及び清算を決定いたしました。

 

(2）当該子会社の名称、事業内容及び出資比率等 

① 名称    ：大連龍雲電子部件有限公司 

② 住所    ：中国遼寧省大連市

③ 代表者の氏名：董事長 亀山 重夫 

④ 資本金   ：3,000千米ドル（平成27年6月30日現在） 

⑤ 事業の内容 ：樹脂成型品の製造及び販売 

⑥ 出資比率  ：当社100％ 

 

(3）解散及び清算の時期 

当社取締役会解散決議 平成27年７月13日

清算の日程につきましては、現地の法律に従い必要な手続が完了次第、清算結了となる予定であります。

 

(4）当該子会社の状況 

資産総額 157,816千円

負債総額  47,914千円

 

(5）当該事象の損益に与える影響額 

当該解散及び清算に伴う損益に与える影響は、従業員退職金等により約42百万円を平成27年12月期において特別

損失として計上する見込みであります。

 

(6）当該事象の営業活動に与える影響額 

当該解散及び清算による営業活動に与える影響は軽微であります。
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５．補足情報

（受注状況）

 当第２四半期連結累計期間の受注状況をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

プロセス機器事業 4,999,579 5,017,973

  半導体装置 1,502,585 1,814,276

  搬送装置 1,990,857 1,258,170

  洗浄装置 1,099,750 964,965

  コーター 406,385 980,560

金型・樹脂成形事業 763,160 198,413

合計 5,762,740 5,216,387

 （注） 上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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